
日々開発されるケーブルテレビ関連機器などを、実際に検証
しながらチェック！ 実用性に焦点をあてて報告します。
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今号は機器の基板を見て使用されている部品とその定数を知る方法について紹介します。

ケーブル技術スタッフの機器チェック！

チップ抵抗の読み方

月刊B-maga2023年4月号掲載

ケーブルテレビ局の技術者は、プラ
イマリーIP電話やインターネットなどミッ
ションクリティカルな双方向アプリケー
ションに加え、コミュニティチャンネル（コ
ミチャン）放送のためのデジタル放送機
器の安定動作に目を光らせています。
今回は使用している機器の基板を見て
使用されている部品とその定数を知る
方法を紹介します。

表面実装方式の抵抗に精度が1%
と良くなったものが使われるようになりま
した。写 真 1 に示すのは、5 0Ωの
10dBATT（アッテネータ）です。3個の
表面実装の抵抗がパイ型の形でプリン
ト基板に半田付けされています。96Xと
83Xと白色で表面実装抵抗に印刷さ
れています。この96Xから97.6Ω、83X
から71.5Ωと実際の抵抗値に変換する
ことができます。

写真2は68Xと印刷されていて49.9
Ωに変換できます。この変換規則は
EIA-96で制定されています。EIAは米
国電子工業会です。EIA-96の表を表

1、表2に示します。例えば96Xは表1
の変換表のコード96から3桁の数字
976がわかります。表2の乗数表からX
は10のマイナス１乗、すなわち0.1であ
ることがわかります。3桁の数字と乗数
から、976×0.1＝97.6（Ω）となります。

表1のEIA-96変換表は、次の計算
式から計算できます。

値＝10 ｛^（コード-1）/96｝
01〜96までのコードから1を減じ96

で割った結果を、10のべき乗で計算し
ます。エクセルや科学技術計算の計算
機で簡単に計算できます。直前の値と
差を取るとコードが若番の時は差が少
なく、コードが老番になると差が大きくな
ります。これは対数の物差しで見ると等
間隔になります。

機器のプリント基板に実装されてい
る部品が読めるようになれば、より深く
機器の理解が進むことと思います。

写真1：10dB ATTを構成する抵抗

表1：EIA-96変換表

写真2：50Ω抵抗

表2：EIA-96乗数表


